
青森県立美術館開館 5 周年記念展

青木淳 × 杉戸洋

cob web and spider

2011 年 4 月 23 日（土）  − 6 月 12 日（日）
休館日　　5月 9日（月）、5月 23日（月）
開館時間　4月 23日 － 5月 31日　9：30－17：00 （入館は 16:30まで）
　　　　　 6月 1日 － 6月 12日　9：00－18：00 （入館は 17:30まで）

観覧料

［はっぱとはらっぱ展］　　　　　　［常設展とのセット券］

一　　般　1,100円（900円）　　　一　　般　1,400円 （1,200円）

高・大生 　　600円（500円）　　　高・大生　　 800円 （700円）

小・中生 　　300円（200円）　　　小・中生　　 350円 （250円）
※（　）内は20名以上の団体割引料金　※ 心身に障がいがある方と付添者１名は無料

★ 大学、工業高等専門学校、高校、専門学校等で、建築を学んでいる学生の
方は、在籍する学科を証明できる学生証等をご呈示いただくことで、団体
割引料金でご観覧いただくことができます。

主催：青木淳×杉戸洋展実行委員会（青森県立美術館、東奥日報社）

協賛：　

特別協力：　　　　　　　　　　　　、

協力：青森県テント・シート工業組合、金箱構造設計事務所、黒沢建設株式会社、小岩金網株式会社、小山登美夫ギャ
ラリー、北斗建設株式会社、ミナ ペルホネン、株式会社森村設計、Easy Living
後援：青森県教育委員会、ＮＨＫ青森放送局、ＪＲ東日本 盛岡支社、社団法人日本建築学会東北支部青森支所、社団法
人青森県建築士会、社団法人青森県建築士事務所協会、社団法人日本建築家協会東北支部青森地域会、あおもりデザ
イン協会、新建築家技術者集団、Ａhaus編集部、あおもりインテリアコーディネーター倶楽部、NPO harappa



青森県立美術館は今年開館 5周年を迎えます。この節目の年に、
美術館の建築に光をあてた展覧会を開催します。
　青森県立美術館をはじめ、個人住宅、商業施設など、多岐に
わたって独創的な設計を行ない、高い評価を得てきた建築家・
青木淳、絵画の新しいありようを提示し、国内外で注目されて
きた画家・杉戸洋。二人のアーティストが、青森県立美術館の
空間の魅力を存分に味わってもらうため、建築と美術の垣根を
こえて展示を作り上げる、これまでにない趣向の建築展です。
　たまたまできた空き地である原っぱとは、それに対する人間の自由
な関わり方を許し、未来に開かれた流動性をもった環境、と青木淳は
語ります。そして、青森県立美術館はこの原っぱのイメージを出発点
に設計されたのだ、と。本展覧会では、青森県立美術館の原っぱらし
さが、杉戸洋のとぎすまされた感性を触媒に、一挙に花開きます。
　開館から 5年後の美術館に、あらたに生み出されたすがすがし
い風景を、ぜひお楽しみください。

青木淳（あおき・じゅん）

1956年横浜市生まれ。83～ 90年磯崎新アトリ
エに勤務後、91年に青木淳建築計画事務所を設立。
　初期の代表作としては第8回くまもと景観賞を
受賞した「馬見原橋」（1995）、日本建築学会作
品賞を受賞した「潟博物館」（1997）がある。「ル
イ・ヴィトン 名古屋栄店」（1999）に始まる、
ファッションブランド「ルイ・ヴィトン」の一
連の店舗で取り組んだ設計では、モアレの効果
を利用した知性あふれる瀟洒な外装が「ルイ・
ヴィトンの顔を変えた」と言われる。
　2000年に行われた青森県立美術館の設計競技
で、393件の応募の中から、最優秀賞に輝いた。
　2004年度芸術選奨文部科学大臣新人賞受賞。

杉戸洋（すぎと・ひろし）

1970年名古屋市生まれ。3歳から 14歳まで
ニューヨークで過ごす。92年愛知県立芸術大学
日本画科卒業。
　98年 VOCA展奨励賞受賞。ヴァンジ彫刻庭園美
術館（2006）、アメリカのフォートワース近代
美術館（2006）などで個展を開催。「第8 回イス
タンブールビエンナーレ」（2003）、「第 7回光州
ビエンナーレ」（2008）といった国際展に参加。
近年では、原美術館「ウィンター・ガーデン：
日本現代美術におけるマイクロポップ的想像力
の展開」（2009）、国立国際美術館「絵画の庭」
（2010）などに出品。作品は、東京都現代美術館、
国立国際美術館、サンフランシスコ近代美術館
など、国内外の美術館に収蔵されている。

アクセス

■ JR新青森駅から
　ルートバスねぶたん号（左回り）
　新青森駅南口バス停から乗車
　「県立美術館前」下車（所要時間約 10分）
■ JR青森駅から
　青森市営バス青森駅前 6番バス停から
　運転免許センター行き「県立美術館前」下車
　（所要時間約 20分）
■ 東北縦貫自動車道青森 I.C.から車で約 5分
■ 青森空港から車で約 20分

アーティスト対談 
場所：青森県立美術館　アレコホール

① 青木淳×杉戸洋
日時：4月 23日（土）　14:00-15:30
② 杉戸洋×奈良美智（美術家）
日時：5月 1日（日）　14:00-15:30
③ 青木淳×妹島和世（建築家）
日時：5月 2日（月）　14:00-15:30
※ 申込不要
※ 聴講無料ですが、当日の企画展か常設展のチ
ケットが必要です。
※ 先着200名（当日13:00から整理券を配布します。
詳細は、実行委員会事務局へお問い合わせください。）
※ 開場は対談開始 30分前

建築家と画家がはらっぱにたわむれ　美術館にあらたな風景が生まれた

青木淳×杉戸洋展実行委員会（青森県立美術館内）
〒038-0021 青森市安田字近野 185
tel 017-783-3000　fax 017-783-5244
bijutsukan@pref.aomori.lg.jp
http://aokixsugito.com

TEA & CO.

 in トレンチ・カフェ 
美術館屋外のトレンチ空間に、
弘前市の人気カフェ、TEA & CO.

が出店します。美術館の風景を
眺めながら、TEA & CO.のおい
しいコーヒーや紅茶で一息入れ
ませんか。

青木淳《青森県立美術館》 2006年 ©阿野太一


